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沖縄 琉球 問題 基 的 日 内政問題 あ 米軍基

地 存 故 日 外交政策 問題 あ 沖縄現地 情勢

現 いわ 行 状況 あ 日 外交 行

い 縮 昨 言 70 周 あ

日中両国 係 討議 沖縄問題 含 意義

思料 所以 あ  

 沖縄 琉球 現状 

沖縄 米軍基地問題 主 要因 東京 日 政府

当 差 的 扱い う い 強烈 満 超党派的 高 い

日 全国 国土面積 0.6％ い沖縄 米軍基地 74％

押 付 い 2014 配備撤回

間基地 辺 古 移設 反対 方針 明

島 会議 式 発足 活動 始 保 系政治家

経済界 力者 大学教授等 幅広 結 超党派 市民組織

あ 後 動向 注目 辺 古基地 建設 い

間基地 移設 軍港 建設 含 大規模

新 い基地 建設 あ 指摘 旬 琉球新報

社 世論調査 建設反対 80.2％ い  

沖縄 民 う 世論 背 尖 中国 武力

衝突 現実 険性 浮 い 挙 い 沖縄

第 世界大戦 期 日 土 米軍 進攻 遅 捨

石 甚大 人的被害―― 民 /4 以 犠牲 ――

記憶 鮮烈 あ 日中間 武力衝突 発生 真

被害 う 再 わ わ あ 沖縄 民 実 憂慮

い 沖縄 明治初 琉球王国

500 い い 日 固 領土 観念 い い 況や

尖 う あ 意識 希薄 あ 自然 い  

既 沖縄 東京 政府各省庁 国会 全国 マ

沖縄 冷淡 差 い や東京 日

頼 い い 雰 気 移 あ う

沖縄 識者 方々 対 現地 琉球新報 沖

縄 論調や報道 筆者 象 あ 沖縄 識

者 人権 民主主義 主張 基 的立場 後 国



機 場 沖縄 情 訴え う い 長期的総

合的視点 柔軟 思考 示 米国 識者 え 最近訪沖

現地 情 理解 示 元米国大統領特 補 官 ン ペ

ン Morton Halperin 支持支援 期待感 示 い

自然 流 理解 あ う  

新聞 大 報道 い い 注目 沖縄

い大学教授 知識層 動 あ 彼等 1990 代以降 いわ

類似 歴史的背 持 コッ ン 自治 求 経緯

研究 進 参考 既 2004 沖縄自治研究

会 沖縄自治 基 法試案 作 い 更 昨 2013

自治 一歩進 独立 明文 向 琉球民族

独立総合研究学会 発足 い 学会 日 国 枠内

留 い 限 日米 保 基地問題 扱わ い

考え方 立 独立国 沖縄 経済政策 政治 行政 国

係 方等 多角的 研究 い 沖縄知識層 自治

更 独立 向 動 何 国連憲章 や 国 人権規約

念頭 海外 類似 状況 研究 地道 努力 積

あ 米軍基地反対闘 い 高齢者 含 保 層や

経済界 一定 支持 う い  

沖縄 記 動 支え い 背

注目 沖縄経済 動向 あ わ  

 日銀那覇支店 10 日 発表 県内 況感 示 業況

断指数 建設や観 中心 高水準 維持 行 更

昇 見込 い 特 観 期待度 高い 韓国 中国

大陸 湾 東 観 著 い増 傾向 示

地域 定期航空便 軒並 増便 報 い  

 更 沖縄経済 米軍基地 寄 度 日 復帰当時 15％ あ

後 現 既 ％ い 依然

広大 面積 占 い 米軍基地 沖縄 島 20％

沖縄経済発展 著 い阻害要因 あ 認識 い

返還 米軍基地跡地 経済発展 え 那覇

新都心 返還前 比較 従業員数 103 倍 用報酬 69

倍 あ  

 沖縄 琉球 歴史的背  

 沖縄 い 理解 従来 わ わ 日 人 殆 無視 沖縄

歴史 想起 あ  



徳 幕府 立直後 1609 鹿児島 島津藩 琉球王国 侵

攻 以後 世紀 わ 政治的影響力 保 経済的搾

間 琉球王国 少 形式的 独立国 地

保持 現 1854 1859 米国 ン

ン 国 修好条約 締結 い  

明治維新後 日 政府 1879 明治 12 所謂 琉球処

琉球王国 滅ぼ 日 領土 編入 沖縄県 琉

球処 武力 制 強行 あ 明治政府

中枢 多 島津藩出身者 高い地 占 琉球 属領視 見

い 島津藩時代 意識 貫い いえ う 沖縄県

形式的 内地 他 県 同格 あ 実 扱い 差

い 中等学校 学校 設 一例

あ 終戦 日 内地 学校教育 い 筆者 記憶

限 記 琉球処 以前 琉球 歴史や文 い 教え

全  

1952 28 日発効 サン ン コ 和条約 沖縄 日

引 米占領軍 軍政 多発 米兵

犯罪 米軍機 音や 故等 人権侵害 米国 軍政

施政権 行使 い 日 残存主権 認 いう考え方

維持 1972 施政権返還 沖縄 い 日

復帰 喜 否 世論 複雑 あ 戦前戦

中 日 異 人権 新憲法 日 復

帰 米軍政 人権侵害 救わ あ う 期待感

復帰運動 推進 いわ い  

復帰後 米軍基地 状況 変わ 米軍 犯罪 多

発 等 経 沖縄県民 多数 日 政府 裏

感 至 いわ い 更 最近 う 東京 政権 中

枢 憲法改 向 日 戻 え 言

い 情勢 い 戦前戦中 日 差 経

い沖縄 人々 尚更 復帰 罪 考え直 東京 政府

ゆ 世論 形 い 理解 いわ い  

 沖縄 琉球 後 

土 全国 殆 報 い い 現地 報道  

辺 古新基地建設 定地 建設 反対 高齢者 含 市民

勢 衰え 気配 い 流血 態

当 い えいわ い  



当面 11 挙行 定 県知 選挙 辺 古基地問題 焦点

行わ 注目 い 沖縄 歴史 え

現地 状況 知 選挙 結果如何 わ 沖縄 民

主主義 人権 い い 差 い 民 民意 日

政府 政策 矛盾 解決困 あ 行 状況

い  

稿 冒頭 記 沖縄 行 日 国策全般

行 縮 あ 故後藤田 晴元 総理 日 自信過

陥 再 1930 代 う 国 孤立 壁 険性 あ

警告 い 評論家故 藤周一氏 日 明治以来

歩 総 反省 必要 あ 然 後 明 い展

望 開 い え 強調 い 現 日

極度 ョ 誘 中韓両国 冷戦状態 逆戻

後藤田 藤両 人 憂慮 決 杞憂 いえ

状況  

更 倍内 団自衛権 行使容認 始 日米防衛協力指針

改定 日米軍 協力 強 進

沖縄 基地問題 い 既定 政策 見直 測 い  

後 沖縄 展望 や 既 概念 制約

中長期的観点 検討 行う必要 あ う わ わ 日 人

明治 12 沖縄併合 日 帝国主義的領土 張 植民

地支配 出発点 あ 認識 沖縄 琉球 民間 識者

前記 自治 大 更 独立 向 後 発展 あ

見 あ う 運動 い 人々 決

う 武装闘 考え あ 非暴力

主義 和的手段 広 国 社会 支持 え い い  

以 う 考え 国 日米同盟 至 政

策 中韓両国 好協力 中軸 え 東 地域 保

体制構築 点 移 ゆ ゆ 共同体形

努力 参 姿勢 転 求  

日英同盟 20 終了 米国主 中国 洋

和 問題 討議 1921 1922 ワ ン ン会議

日英同盟 終了 四ヶ国条約 九ヶ国条約 ワ ン ン

体制 呼 多国間 保体制 役割 発展的 引

従来 体制 葬儀 卒業 あ

日 移行 積極的 参 想起 い 日



米国 政 要請 外基地 漸 縮 整理 方向

あ 念頭 日米 保体制 歴史的 献 賛辞 呈

卒業 中長期的視点 地域 保 体制 構築 参

あ う い 従来 朝鮮問題 焦点 あ

ヶ国協議 体制 活用 協議 体制 中 日 沖縄

全保 検討 う期待 い 2008 ヶ国協議非

式会合 席 当時 米国務長官 将来 ヶ国協議体

制 東 全保 組織 発展 述

報道 い 日米軍基地 存 日米両国国民

相互間 好 阻害 最大 要因 い 沖縄 状況

明 あ 日 占領開始 既 70

沖縄 日 軍 基地 半恒久的 保持 う

米国 マ 熟慮 再検討 う 米国

民間 識者 訴え い 抑 力 考え方 依存

強 傾 和 実現 い 国 緊

張 激 あ  

米国 2001 9 11 件以後 ン ク 攻撃 対

戦 10 マ大統領 2013 期目 就任

演説 恒常的 戦 終 符 う 言

後 ン 対立や わ 更 ク

情勢 入 対決 最近 国

空 諸国 協力 求 い 政治的軍 的 点目標

変転 い 象 い い 何

視 方針 変更 い 声明 い あ

米国 後 一定 役割 果 あ う  

昨 2013 言 70 周 あ 中国 米国 大大

国間 意思疎通 協議 後 建設的 進 ヶ国協議体

制 役割 含 全般 和 定 寄 強 期待

い 沖縄 琉球 将来 う 和 環境

展望 開 あ う  

地 示 通 沖縄 東 中心 置 い 沖縄 多

識者 琉球王国 う あ う 沖縄

地理的優 性 活用 地域 和的交流 あ

充 能 あ 決 再 国 緊張 招 い軍

点 い 真剣 訴え 特 付記 擱

筆                       以  


